
17．夜の旅章(アル・イスラーゥ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
使徒のためのアッラーの励ましと、明らかな印の数々と
勝利や盤石さの吉報による支援。

説明:
1 かれ以外のいかなる者にもない力を備えたアッラー
は、崇高かつ偉大である｡かれはその僕ムハンマドを、そ
の魂と身体と共に覚醒した状態で、禁忌のあるマスジド
からエルサレムのマスジドへと夜の旅をさせたお方｡わ
れらはエルサレムのマスジドの周囲を果実や作物、預言
者たちの住まいによって祝福した｡夜の旅は、かれがア
ッラーの御力を示す、かれの印を見せるためだった｡か
れは全聴で何も聞き逃すことがなく、全視で何も隠れる
ことが出来ないお方｡

2 われらはムーサーにトーラー(律法)を授け、それをイ
スラーイールの子孫への導きとした｡そしてかれらに言
った｡｢われ以外を、あなたがたの諸事を任せる委任者
としてはならない｡われのみに委ねよ｡｣

3 あなたがたはヌーフと共に、われらが洪水による溺
死から救うという、恩恵を授けた者たちの子孫である｡
この恩恵を思い出し、アッラーだけを崇拝し、かれに服
従することで、かれに感謝せよ｡そこにおいてヌーフを
見習うのだ｡かれはアッラーによく感謝する者だった｡

4 われらはトーラー(律法)の中でイスラーイールの子孫
に、かれらが罪と驕りによって必ずや地上で二度、悪を
働くことを告げた｡そしてかれらが過度の不正と侵害に
よって、人々を抑圧するということを｡

5 かれらによる最初の悪が起こった時、われらは偉大
な力を備えた僕たちによって、かれらを制圧させた｡か
れらは殺害され、追放され、国々をさまよい、その先々で
悪を行った｡アッラーのその約束は、絶対に起こることになっていた｡

6 イスラーイールの子孫よ、あなたがたがアッラーに悔悟した後、われらはあなたがたを制圧した者たちに対する勝利をあなた
がたに授け、国家を与えた｡財産の喪失後に財産を、子供たちの捕囚後に子供を増やしてやり、敵よりも多勢にしてやった｡

7 イスラーイールの子孫よ、あなたがたがよい行いを望まれた形でするなら、あなたがたにはその報いがある｡アッラーはあなた
がたの行いなど、必要としていない｡しかし悪い行いをするならば、あなたがたにはその罰がある｡あなたがたの善行がアッラーを
益することも、悪行がかれを害することもない｡あなたがたによる二度目の悪が起こった時、われらは敵にあなたがたを制圧させ
よう｡かれらはあなたがたを辱しめ、あなたがたの顔には苦 し々さが表れる｡かれらはあなたがたに諸々の屈辱を与え、エルサレム
に入城して最初の時のように破壊し、制圧した国々を完全に壊滅させる｡

本諸節の功徳:
●マスジドはムスリムにとっての崇拝の場であるから、｢エルサレムのマスジド｣という表現は、それがイスラームの管理下にあるこ
とを示す｡
●感謝と、感謝深い預言者・使徒たちを模範とすることの徳｡
●悪を行う者たちに、それを阻止する者を遣わすのは、改善のためのアッラーの英知と慣わしである。
●イスラーム共同体に対する、罪への警告｡それはイスラーイールの子孫に起こったようなことが起こらないようにするためであ
り、アッラーの慣わしが変わることはない｡
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8 イスラーイールの子孫よ、あなたがたが悔悟し、善行
を行うならば、主はこの厳しい罰の後、あなたがたに慈
悲をかけてくれるかもしれない｡だが３回目、またはそれ
以上に悪を繰り返すのなら、われらはあなたがたを罰す
る｡われらはアッラーの否定者に対し、地獄を離れること
のない寝床とするのである｡

9 ムハンマドに下されたこのクルアーンは最善の道で
あるイスラームの道を示し、善行を行うアッラーの信仰者
たちに吉報を告げる｡それはアッラーからの偉大な褒美
である｡

10 また、審判の日を信じない者たちには、凶報を告げ
る｡われらは審判の日、かれらに痛ましい罰を用意して
おいた｡

11 人間は無知から、怒りの状態にある時、自分自身や自
分の子供・財産に対し、まるで自分によいことを祈るかの
ように、悪を祈ってしまう｡もし悪の祈りにわれらが応じ
れば、かれやその子供・財産も破滅してしまうのだが｡人
間はせっかちに創られており、自分を害することへと急
いでしまうことがある｡

12 われらは夜と昼を、アッラーの唯一性と力を示す印と
して創った。それらはその長短、寒暖において違いがあ
る。われらは夜を休息と睡眠のための闇とし、昼を物が
見え、あなた方に定められたアッラーからの糧を求める
ための明るいものとした。それはあなた方が、その変転
により年数を知り、月日や時間の計算など必要な物事を
知るようにするため。われらは全ての物事を明白に説明
し、真理と虚妄が分かるようにした。

13 われらは全ての人間に対し、各自の行いを、まるで首
につけられた首飾りのように、不可分のものとした｡それ
は清算されるまで、離れることがない｡われらはそれを審
判の日、全ての善行と悪行の帳簿として出してやり、かれ

(人間)はそれを眼前に開かれた状態で見出す｡

14 その日、われらは言う｡｢人間よ、自分の帳簿を読め｡自分で自分の行いの清算をせよ｡審判の日、清算者は自分自身だけで十分
なのだ｡｣

15 信仰へと導かれた者には、導きの褒美がある｡迷った者には、迷いの罰がある｡人が他人の罪を負うことはない｡われらは使徒
たちを遣わすことで論拠が確証されるまで、民を罰することがない｡

16 われらは、ある町を不正のために滅ぼそうとする時、恩恵に対して思い上がった者に服従を命じる｡そしてそれに従わず、むしろ
服従に反抗した時、かれらを根こそぎに罰するという言葉が実現する｡

17 ヌーフの後、アードやサムードのように嘘呼ばわりをし、われらが滅ぼした民は何と多いことか｡使徒よ、あなたの主だけで、僕
たちの罪を熟知し監視する者は十分である｡かれに隠せるものはなく、かれはかれらに報われる｡

本諸節の功徳:
●クルアーンで導かれた者は、全ての物事において最も完全で、最も正しく、最もよく導かれた者である｡
●自分自身や子供たちに悪を祈ることの注意｡
●夜と昼の長さの変化、その変転、昼の明るさと夜の闇は全て、アッラーの唯一性と存在、完全な知識と力を示す印である｡
●一連のアーヤは、個人の責任の原理を確証する｡それはアッラーの公正さであり、僕たちに対する慈悲である｡
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18 来世を信じも気にもせず、善行によって現世を求める
者に対し、われらはそこ（現世）でかれが望むものでは
なく、われらが望む安寧をわれらがそうしたいと望む者
に与える。それから審判の日、われらはかれを地獄に入
れ、かれはその暑さに苦しむことになる。かれは現世を
選んだことで辱められ、アッラーの慈悲から遠ざけられ
る。

19 他方、善行で来世を求め、評判などではなく純粋にそ
のために努力し、かつアッラーが信じることを義務づけ
たものを信じる者は、その努力がアッラーに受け入れら
れ、それに対して報われることになる｡

20 使徒よ、善良な方も悪い方も、いずれの側にもわれら
は、あなたの主の尽きることがないお恵みを授けよう｡善
良な者であろうと悪い者であろうと、現世においてあな
たの主のお恵みから阻まれることはない｡

21 使徒よ、われらがかれらを糧や位階において、現世で
いかに優劣をつけたのか考えてみよ｡そして来世での安
寧の位階には、現世よりももっと大きな違いと優劣があ
るのだ｡だから信者には来世を求めさせよ｡

22 僕よ、アッラーに別の何かを並べて崇拝してはならな
い｡そうすればアッラーの御許でも、正しい僕たちのもと
でも賛美されることなく蔑まれ、援助者もなく見捨てられ
ることになる｡

23 僕よ、あなたの主は、かれに何ものも並べて崇拝しな
いことを命じた｡また特に成人後、両親に親孝行するこ
とを命じた｡両親のいずれか、または両方とも年老いた
なら、かれらに対してうんざりしたり、苛つきを示すような
言葉を放ってはならない｡かれらに厳しい言葉を使った
りせず、やさしく良い言葉をかけるのだ｡

24 かれらに謙虚であり、慈悲深くあれ｡そして言え｡｢主
よ、わたしを育ててくれたかれらを慈しんで下さい｡｣

25 人々よ、主は崇拝における純真さでも善行でも親孝行でも、あなたがたの心の中にあることを知っている｡崇拝や両親との付き
合いなどにおけるあなたがたの意図が正しいのであれば、かれは悔悟を望む者に赦し深いお方｡主や両親に対する服従におけ
る過去の至らなさを悔いる者を、アッラーは赦して下さる｡

26 信徒よ、近親者には親族関係の義務を果たし、貧しい者や旅路で物資が尽きた者には施せ｡あなたの財産を罪や浪費に費やし
てはならない｡

27 罪に財産を費やしたり、浪費したりする者たちは、悪魔の同胞である｡かれらは、浪費せよという悪魔の命令に従っている｡悪魔
は主に対して恩知らずであり、罪以外行うことなく、その命令は全て主の怒りに触れることである｡

本諸節の功徳:
●人間はやれる善行は行い、やれないことは意図しておくべきである｡それによって褒美を得ることが出来る｡
●現世での恩恵は必ずしもアッラーのお喜びを示すわけではない。それは信者以外の者が得ることもあり、(来世での)最後はアッ
ラーに罰されることもあるからである。
●両親に対する親孝行は強調された義務｡その偉大さのため、両親への感謝はアッラーへの感謝と並べられている｡
●イスラームは浪費を禁じる｡浪費とは財産の不適切な消費である｡
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28 もしかれらに施すものがなく、アッラーからの糧を待
っている状態なら、かれらに優しく柔らかい言葉をかけ
よ｡例えば、かれらに豊かな糧を祈ってやったり、アッラ
ーから財産を授かった時には、施すことを約束したりす
ることである｡

29 施しを控えてもならないし、施しを浪費してもならな
い｡施しを控えれば、人々はあなたを吝嗇（りんしょく）で
咎めるだろう｡また施しを浪費すれば、あなたは施す物
を失い、もはや施すことが出来なくなるだろう｡

30 主はお望みの者に糧を豊かに授け、またお望みの者
には英知からその糧を減少させる｡かれは僕たちについ
てよくご存知になり、よくご覧になるお方｡かれから隠れ
られるものはなく、かれはかれらに対してお望みのこと
を行う｡

31 費やすことで降りかかるかもしれない将来的な貧しさ
を恐れて、あなたがたの子供たちを殺してはならない｡
われらがかれらの糧も、あなたがたの糧も保障するので
ある｡かれらは無実で、殺害に値する理由もない｡かれら
の殺害は大きな罪である｡

32 姦淫に気をつけ、その原因となることを避けよ｡それ
はこれ以上ないほどの醜事であり、子孫の混同とアッラ
ーの罰につながる忌まわしい道である｡

33 アッラーが信仰、あるいは安全保障によって、その生
命を保障した者を殺害してはならない｡ただし棄教や、
婚姻後の姦淫、キサース(報復刑)によって死刑が確定し
た者は別である｡正当な理由もなく不当に殺害された者
の後見人に、われらは殺害者に対する権利を授けた｡
つまりかれ(後見人)はキサースによる死刑、無条件の赦
免、血債と引き換えの赦免を求めることが出来る｡かれ
(後見人)は殺害者に対する遺体の損壊、殺害したのとは
別のやり方による死刑、殺害者以外の殺害といったこと

で、殺害者に対してアッラーから許された限度を越えることはない｡かれ(後見人)は援助された者である｡

34 父親をなくした子供たちの財産は、それをかれらに役立つ形で運用するのでない限り、勝手に使ってはならない｡かれらの分別
がつくようになるまで、それを保管しなければならない｡また、あなたがたとアッラーとの間の契約、あなたがた自身の間の契約を
破棄することもなく、完全に遂行せよ｡アッラーは審判の日、契約をした者に尋ね、契約を守った者には褒美を授け、守らなかったな
ら罰するのだ｡

35 他人に対して計量する時には、きちんと計量し、損させてはならない｡また目方を減らすことなく、公正さの秤で計れ｡きちんと計
量することが、現世と来世においてあなたがたにとって最善なのであり、目方を減らすことよりも良い結末を生むのだ｡

36 アーダムの子よ、知らないことに従ったり、憶測や想像に従ったりしてはならない｡人間は何に聴覚、視覚、心を用いたか、善いこ
とに使ったか、悪いことに使ったかを尋ねられることになる｡そして善いことであれば褒美を受け、悪いことであれば罰されるのだ｡

37 地上で偉ぶって歩いてはならない｡偉ぶって歩いたところで、歩みによって大地を断つことも出来なければ、山の高さに達する
ことも出来ないのだから｡ならば、どうして偉ぶるのか？

38 人間よ、ここで挙げられた全ての悪は、アッラーの御許で禁じられたもの｡これらのことを行う者をかれが愛されることはなく、む
しろお嫌いになる｡

本諸節の功徳:
●近親に対して優しく返答し、それが出来る時には近親への善行を約束し、適切な形で謝ることは、優れた作法である｡
●アッラーは子供に対して、その両親よりも慈悲深い｡貧困や糧の減少のために子殺しをすることを禁じ、全ての者への糧を保障
する｡
●一連のアーヤでは、後見人に殺害における権利があり、かれの許可なしに報復刑は執行されないことが示される｡もしかれが赦
免するなら、報復刑は行われない｡
●アッラーはその慈悲深さから、孤児の後見人が孤児とその財産を保護し、成年するまでそれを正しく運用することを命じている｡
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39 それは、われらがあなたへの啓示を介して説明した
英知の中の命令、禁止、法規定である。人間よ、アッラー
の他に崇拝する対象を置いてはならない。そうすれば審
判の日、あなたは地獄へ放り込まれる。そして自分自身
と他人に咎められ、あらゆる善から放逐されるのだ。

40 天使たちがアッラーの娘と主張する者たちよ、多神教
徒たちよ、主はあなたたちに男児を選び、ご自身には娘
である天使たちを選んだというのか？アッラーはあなた
がたが言うことから遥か無縁で崇高なお方｡あなたがた
はアッラーに対して、これ以上ない醜いことを言ってい
る｡不信仰の限りを尽くして、かれには息子と娘があると
主張しているのだから｡

41 われらは人々が教訓を得るようにと、このクルアーン
の中で法規定と訓戒とたとえを明らかにした｡それはか
れらが有益なことを行い、有害なことを放棄するためで
ある｡しかし、天性が逆転してしまったある種の者たち
は、それによって真理からの隔たりと真理への憎しみを
増すだけである｡

42 使徒よ、これらの多神教徒たちに言え｡｢もしあなたが
たが嘘をついて語っているように、アッラーと共に崇拝さ
れる対象があったとしたら、それらのものは玉座の主ア
ッラーへの道を求めただろう｡それらのものがかれを打
ち負かし、かれの主権を奪い取ろうとするためである｡｣

43 アッラーは、多神教徒たちが描写することから無縁で
崇高なお方｡かれらの言うようなことから、遥か高いとこ
ろにおられる｡

44 天地とそこにある被造物は皆、アッラーを賛美する｡
あらゆるものはかれを称賛し、賛美するが、あなたがた
にはそれらの賛美が分からないのだ｡あなたがたは自
分たちの言葉で行う賛美しか理解しない｡かれは罰を急
がない寛容なお方であり、悔悟する者には赦し深いお
方｡

45 使徒よ、あなたがクルアーンを読誦し、かれらがその警告や訓戒を聞く時、われらはあなたと審判の日を信じない者たちの間を
幕でさえぎる｡かれらはその反発のため、罰としてクルアーンの理解から阻まれるのだ｡

46 またわれらは、かれらの心には覆いをかけてクルアーンを理解出来ないようにし、耳には重しをかけて有益な形では聞こえない
ようにした｡あなたがクルアーンの中で主だけに言及し、かれらの偽の神々には言及しないと、かれらはアッラーの唯一性における
純正さからは遠ざかり、背を向けるのだ｡

47 われらは、かれらの指導者たちがクルアーンをどのように聞くのか、よく知っている｡かれらはそれによる導きを望まず、むしろそ
れが読まれる際には、蔑みと無駄口を望むのだ｡また、われらはかれらが声をひそめ合って、それを嘘よばわりし、遠ざけようとす
ることもよく知っている｡これらの不正者たちは不信仰をもって、お互いに言うのだ｡｢人 よ々、あなたがたが従っているのは、魔術に
かかって混乱した一人の男に過ぎない｡｣

48 使徒よ、かれらがあなたを様々に悪い性質で描写することを、驚きと共に熟慮せよ｡かれらは真理から外れて混乱し、真理の道
へとは導かれなかった｡

49 多神教徒たちは復活を否定して、言った｡｢わたしたちが死んで骨と化し、体が崩れ落ちた後、新たに復活させられると？そんな
ことは有り得ない｡｣

本諸節の功徳:
●天使たちがアッラーの娘であるという主張は大きな嘘であり、アッラーの御許で大きな罪となる言葉である｡
●多くの者にとってアッラーのアーヤは、離反しかもたらさない｡それは真理への憎悪と、自分たちの誤った状態に対する愛情のた
めである｡
●天地のあらゆる被造物は、アッラーを称賛し賛美する｡僕はそれらの被造物よりも率先して称賛すべきである｡
●僕たちの不注意と悪行に対し、アッラーが罰を急がないのは、その寛容さのためである｡アッラーの慈悲は怒りに勝る｡
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50 使徒よ、彼らに言え｡｢多神教徒たちよ、出来るのな
ら、硬い石にでも、強力な鉄にでもなってみよ｡そうはな
れないだろうが｡

51 あるいはあなたがたの心の中で、それらよりも偉大な
被造物になってみよ｡アッラーはあなたがたを原初の状
態に戻し、最初の創造のように生かされるお方｡これら
の頑迷な者たちは、言う｡｢死後、誰がわたしたちを生き
ている状態に戻すのか？｣言ってやれ｡｢あなたがたを前
例のない形で最初に創造したお方が、お戻しになる｡｣す
るとかれらはあなたの返答を嘲笑し、頭を振ってこう言
う｡｢その復活はいつなのか？｣言ってやれ｡｢遠くないだ
ろう｡｣到来するものは全て、遠くはないのだ｡

52 あなたがたを集合の地へと呼ぶ日、アッラーはあなた
がたを復活させる｡あなたがたはその命令に従い、かれ
を称賛しながら応じる｡あなたがたは地上で、僅かな時
間しか過ごさなかったと思う｡

53 使徒よ、信者であるわが僕たちに、言え｡話をする時
にはよい言葉を語り、嫌がられるような悪い言葉を避け
よ、と｡なぜなら悪魔はそれを利用し、現世と来世におけ
る生活を害するため、かれらの間で努力しているからで
ある｡悪魔は人間に対する明らかな敵であるから、注意
しなければならない｡

54 人々よ、主はあなたがたのことをよく知っている｡あな
たがたのことで、かれに隠せることはない｡かれがあな
たがたに慈悲をかけることを望めば、信仰と善行への導
きによって慈悲をかけ、あなたがたの罰を望めば、あな
たがたから信仰を遠ざけ、不信仰の状態で死を迎えるこ
とで罰しよう｡使徒よ、われらはあなたを、信仰を強制し
て不信仰から阻み、かれらの行いを数え上げるための後
見人として遣わしたのではない｡あなたはアッラーから
命じられたことを伝える伝達者に過ぎない｡

55 使徒よ、主は天地のあらゆる物事、かれらの状態とかれらに相応しいことを、よく知っている｡われらは信徒の数や啓典の授与に
関し、ある預言者たちを他の者たちよりも優位とした｡そしてダーウードには詩篇という啓典を授けた｡

56 使徒よ、多神教徒たちに言え｡｢多神教徒たちよ、あなたがたに害悪が及んだら、あなたがたがアッラー以外の神々と主張してい
るものに祈ってみよ｡それらは不能さのため、あなたがたから害悪をはね退けることも、それを別の者に転移させることも出来ない｡
不能者は神とはなり得ないのだ｡｣

57 天使などの、かれらが祈っている者たちは、かれら自身が善行によってアッラーへのお近づきを求め、誰が服従行為においてか
れに最も近いか、競い合う者たちである｡かれらはかれの慈悲を望み、かれの罰を恐れる者たち｡使徒よ、主の罰は警戒すべきもの
である｡

58 その不信仰のためにわれらが現世における懲罰や破滅をもたらす不信仰な住民の住む村や町、または殺害などの厳しい罰で
試練にかけようとするその破滅や罰は、守護された碑板に記された神の定めである。

本諸節の功徳:
●よい言葉はよい品性と善行を呼ぶ｡口を制する者は、全ての物事を制する｡
●アッラーはその知識と英知により、預言者たちの間に優劣をつけた｡
●アッラーは僕によいことしか望まず、その福利に適ったことしか命じない｡
●アッラーへと近づけてくれる行いの努力、行いを真摯にアッラーに捧げることにおいて競い合うのは、アッラーの愛を授かってい
ることの印である｡
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59 死者を生き返らせるなどの、多神教徒たちが使徒に
求めた、使徒の正直さを示す感覚的証拠をわれらが下
さなかったのは、過去の民にそれを下しても嘘よばわり
したからである｡われらはサムードに明らかな印として
雌ラクダを下したが、かれらがそれを否定したので、わ
れらはかれらへの罰を早めた｡われらが使徒たちを介し
て印を下すのは、その民を恐れさせ、従うようにするため
である｡

60 使徒よ、われらがあなたに、こう言った時のことを思
い出せ｡あなたの主は人々をその御力によって包囲し、
かれらはかれの手中にある｡アッラーがかれらから、あな
たを守るのだ｡あなたは伝えることを命じられたことを、
伝達せよ｡われらが夜の旅であなたに眼前に見せたも
のは、人々が信じるか、または嘘よばわりするかという、
かれらへの試練に他ならない｡クルアーンで言及され
た、地獄の底から生えるザックームの木も、われらのか
れらに対する試練である｡これらの二つの印を信じない
のなら、それ以外のものでも信じることはない｡われらは
印を下してかれらに恐怖を与えるが、かれらはそれによ
って更なる不信仰と迷いを増すだけである｡

61 使徒よ、われらが天使たちにこう言った時のことを思
い出せ｡｢アーダムにサジダせよ｡崇拝のサジダではな
く、挨拶のサジダを｡｣かれらは皆従ってサジダしたが、
イブリースは高慢にもそれを拒み、言った｡｢あなたが土
から創った者に、わたしがサジダしようか？あなたはわた
しを火から創ったのであり、わたしの方が高貴である｡｣

62 イブリースは主に言った｡｢サジダせよとのあなたの
命令によって、あなたがわたしよりも大事にしたこの被
造物を、ご覧になりませんか？もしわたしを現世の最後
の時まで生かしてくれるのなら、わたしは必ずその子孫
を誘惑し、あなたの真っ直ぐな道から迷わせましょう｡し
かしあなたが守った少数の者、あなたの従順な僕たちは
別ですが｡｣

63 主はかれに言った｡｢あなたは、あなたに従った者と共に出て行け｡地獄があなたとかれらの報いであり、あなたがたの行いへの
完全な報いとなる｡｣

64 そして可能な限りの者を、罪へと誘うあなたの声で誘惑してみよ｡あなたへの服従へと呼ぶ、あなたの軍勢をもって、かれらに声
をかけよ｡法に背くあらゆる行為を美しいものと見せることで、かれらの財産の分け前を得よ｡また嘘の主張や姦淫、アッラー以外
の僕とするような命名によって、かれらの子供からの分け前を得よ｡嘘の約束、根拠のない希望をかれらに、美化して見せよ｡｣悪魔
のかれらへの約束は、嘘の約束に過ぎないのだが｡

65 イブリースよ、われへの服従行為に勤しむ信徒である、わが僕たちに対して、あなたにはいかなる力もない｡アッラーはあなたの
悪から、かれらを守るからである｡アッラーに全ての物事を委ねる者には、かれだけで委任者は十分なのだ｡

66 人々よ、主はあなたがたのため、海に船を航行させるお方｡それは商売などにより、あなたがたがそこから糧を得ることを望んで
のこと｡かれはこれらの手段を容易なものとしてくれた、あなたがたに慈悲深いお方｡

本諸節の功徳:
●嘘よばわりする者たちが要求する印を下さないのは、アッラーの慈悲によるもの｡それはかれらがそれを嘘とすることで、罰が早
まらないためである｡
●アッラーは、言動によって罪へと誘う悪魔により、僕たちを試練にかけた｡
●悪魔が、人間の財産や子供たちの分け前を得るやり口として、飲食や性交の際にアッラーの名を唱えないこと、子供の教育の放
棄などがある｡
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67 多神教徒たちよ、あなたがたに海で災難が降りかか
り、破滅を恐れる時、あなたがたの意識から、アッラーを
よそに崇拝していたものは消え失せる｡あなたがたは
アッラーだけを思い出し、かれに援助を求めるのだ｡だ
が、いざかれがあなたがたを恐怖から救い、陸に上げる
と、あなたがたはアッラーの唯一性とかれのみへの祈願
から背を向け、偶像へと立ち返る｡人間はアッラーの恩恵
の否定者である｡

68 多神教徒たちよ、あなたがたは陸へと救われた後、地
崩れにあわないと安心するのか？ルートの民を襲ったよ
うな、石の雨が天から降っては来ないと、安心しているの
か？その時、あなたがたを守ってくれる守護者も、破滅か
ら救ってくれる援助者もいない｡

69 あるいは、アッラーが再びあなたがたを海に戻し、そ
こで激しい風を遣わし、最初に救われた恩を忘れたため
に溺死させられないと、安心しているのか？その時あな
たがたには、われらがあなたがたに対してしたことに対
し、われらを追及する者もいない｡

70 われらはアーダムの子孫を高貴なものとし、理性を授
け、天使たちをその父祖にサジダさせた｡また動物や乗
り物など、陸上でかれらを運ぶものを、海でかれらを運
ぶ船を、かれらに仕えさせた｡またかれらに、よい飲食物
や配偶者を授けた｡そして他の多くの被造物よりも遥か
に優越させた｡かれらはアッラーの恩恵に感謝すべきで
ある｡

71 使徒よ、われらが全ての集団を、現世でかれらが従っ
ていた指導者と共に呼び出す日を思い出せ｡行いの帳
簿を右手に頂く者たちはそれを喜んで読み、少しもご褒
美を減らされることはない｡たとえそれが種子の割れ目
にある糸くずのように、小さなものだったとしてもそうで
ある｡

72 現世の生活で真理を受け入れて従うことに心が盲目だった者は、審判の日には更に盲目である｡天国の道へと導かれることは
なく、導きからひどく迷い去っている｡報いは行いと同種のものとなる｡

73 使徒よ、多神教徒たちは、われらがあなたに啓示したクルアーンから、あなたを背かせかけるところだった｡それはかれらの私
欲に添った、それ(クルアーン)以外のものをわれらに捏造させるため｡かれらの望むことをすれば、かれらはあなたを親友としただ
ろう｡

74 もしわれらがあなたに真理の上における確立を授けなければ、あなたはかれらにいくらか傾いてしまい、かれらの提案を受け
入れてしまっただろう｡あなたはかれらが信仰するのに懸命だったが、かれらの企みも強力だったのだ｡しかしわれらは、あなたが
かれらに傾くことから守った｡

75 あなたがかれらの提案へと傾いていたら、われらは現世と来世であなたに倍の罰を下しただろう｡そうなればあなたには、罰か
ら守ってくれる援助者はいない｡

本諸節の功徳:
●アッラーによって導かれた者以外、人間は恩知らずである｡
●全ての民は自分の宗教と帳簿へと呼ばれ、行いについて尋ねられるが、アッラーは根拠なしには誰のことも罰さない｡
●使徒を嘘よばわりする罪悪者たちとその後継者たちの敵意は、明白である｡それはかれら自身ではなく、かれらがもたらした真
理のためである｡
●アッラーは預言者を悪の原因や人間から守り、確固とさせ、まっすぐな道に導いた｡そしてその後継者たちにもその服従度に応じ
て、同様のものがある｡
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76 不信仰者たちはあなたへの敵意のため、あなたに嫌
がらせをしてマッカから追い出してしまうところだった｡
しかしアッラーの命令によってあなたが移住するまで、
かれはあなたを追放から阻んだ｡あなたを追い出したと
ころで、かれらはその後に僅かな時間しか留まることは
なかっただろう｡

77 あなたの(追放)後にかれらが僅かな時間しか留まれ
ないという決まりは、あなた以前の使徒たちに対するア
ッラーの常なる習いだった｡使徒が民によって追放され
れば、アッラーはかれらに罰を下すのだ｡使徒よ、あなた
はわれらの習いに変更を見出さない｡それは不変なの
である｡

78 礼拝をその時間に、最良の形で行え｡ズフルとアスル
の礼拝を含む、太陽の正中後に傾き始めた時間から、
マグリブとイシャーの礼拝を含む夜更けまで｡またファジ
ュルの礼拝を行い、そこでの読誦を長くせよ｡ファジュル
の礼拝には夜の天使たちと昼の天使たちが立ち会うの
だから｡

79 使徒よ、夜の一部で礼拝のために立て｡それによっ
て、あなたの位が高められるためである｡主が審判の日
にあなたを、恐怖の中にある人々への執り成し手とし、過
去の者たちからも後世の者たちからも讃えられる、最大
の執り成しの立場を授かることを望むのだ｡

80 使徒よ、言え｡｢主よ、わたしの全ての入り口と出口
を、あなたの服従行為とあなたの喜びに適ったものとし
て下さい｡敵への助力となる、あなたからの明白な権威
を、わたしにお授け下さい｡｣

81 使徒よ、多神教徒たちに言え｡｢イスラームが到来し
た｡アッラーが約束した勝利が実現し、多神教と不信仰
は消滅した｡虚妄は真理の前に持ち堪えられず、消え去
る｡｣

82 われらは、無知と不信仰と疑念に対する心の癒しであるクルアーンを下す｡それは治療を意図して読誦すれば、身体への癒しと
もなる｡それはそれに則って行う信者にとっては慈悲だが、不信仰者には破滅を上乗せするだけ｡かれらはそれを聞けば怒り、嘘呼
ばわりし、背を向ける｡

83 われらが人間に健康・富といった恩恵を与えれば、感謝と服従に背を向け、高慢にも遠ざかる｡だが病気や貧困などに襲われれ
ば、激しく失望し、アッラーの慈悲に絶望する｡

84 使徒よ、全ての人間は各々のやり方で行う｡そこには導き、迷いといった自分の状態が反映される｡主は最も導かれた道にある
者を、最もよく知っている｡

85 使徒よ、啓典の民の不信仰者たちは魂の真実について、あなたに尋ねる｡言え｡｢魂の真実を知るのはアッラーのみ｡アッラーの
知識に比べれば、あなたがたも、いかなる被造物も、僅かな知識しか与えられてはいない｡｣

86 アッラーに誓って｡使徒よ、われらがあなたに下した啓示を奪おうとすれば、胸の中のものも書にあるものも、消し去ってしまっ
ただろう｡そうすればあなたには、それを阻止してくれる者などいないのだ｡

本諸節の功徳:
●一連のアーヤには、僕がアッラーから確固とした信仰を授かることが不可欠であり、そのために主に懇願し続ける必要があるこ
とが示されている｡
●真理が出現すれば虚妄は消滅する｡真理の徒が怠慢な時代や場所でないと、虚妄は栄えない｡
●クルアーンによる癒しは、疑念、無知、悪い考えや行い、悪い意図など心の癒しをも含む｡
●何かを尋ねられても、それが本人の福利に適うことでなければ答えを控えておき、質問者の役に立つことを指南しておくに留め
ておくことの優先性｡
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87 しかしわれらがそうせず、あなたを守っておいたの
は、主の慈悲によるもの｡あなたを使徒とし、預言者の封
印とし、クルアーンを啓示した、主のあなたに対する寵愛
は偉大である｡
多神教徒たちが、このクルアーンが人間の言葉であると
主張し、それに変更を施すことを提案した時、アッラーは
かれらに対し、クルアーンと同様のものを創ってみよと挑
み、こう言った｡

88 使徒よ、言え｡人間とジンが皆集まり、あなたに下され
たこのクルアーンとその雄弁さ、構成の秀逸さにおいて
同様のものを創ろうとしても、それは絶対に出来ない｡た
とえお互いに協力し合っても、である｡

89 われらはこのクルアーンを人々に明らかにし、かれら
が信仰するようにと、それを様々な教訓・学び・命令・禁
止・説話で満たした｡しかし大半の人々はそれを拒み、ク
ルアーンを否定した｡そして自分たちの無力さを知ると、
次のような無理難題を押しつけて来たのだ｡

90 多神教徒たちは言った｡わたしたちは、あなたがマッ
カの地から涸れることのない泉を流れ出させるまで、あ
なたを信じない｡

91 または、ナツメヤシやブドウのなる、河川が豊かに流
れる農園を、あなたが有するまで。

92 あるいは、あなたが言ったように、天から罰の一部を
下すか、またはあなたの主張の正しさを証言する、アッラ
ーと天使たちを連れて来るまでは｡

93 あるいは、金などで装飾された家をあなたが有する
か、あなたが昇天するまでは｡そしてあなたが天のアッ
ラーの御許から、あなたがアッラーの使徒と書いてある
書を持って来るまで、わたしたちはあなたが使徒だと信
じない｡使徒よ、言え｡｢主に賛美あれ｡わたしは他の使徒

たち同様、使徒である人間に過ぎない｡何ももたらすことは出来ないし、あなたがたの提案に応じることなど出来るわけもない｡｣

94 アッラーとその使徒の信仰と、使徒のもたらしたものの実践から不信仰者たちを阻んだものは、使徒が人間であるわけがない
という否定の念だった｡かれらは言った｡｢アッラーがわたしたちに人間の使徒を遣わしたというのか？｣

95 使徒よ、反論して言え｡｢地上に天使たちが住み、歩いていたならば、かれらと同様の天使を、かれらへの使徒として遣わしただ
ろう｡｣それはそうすることで、かれらに理解させることが出来るからであり、かれらに人間の使徒を遣わすことは英知ではない｡あ
なたがたの場合も同様である｡

96 使徒よ、言え｡｢わたしがあなたがたへの使徒だということの証人は、アッラーだけで十分｡わたしはあなたがたの言語によっ
て、あなたがたへ遣わされた｡かれは僕たちの状況を完全に知り尽くし、かれらの心の中の仔細に亘るまでご覧になるお方｡｣

本諸節の功徳:
●アッラーは人々が信じるようにと、クルアーンの中で教訓・学び・命令・禁止・説話など、戒めとなるものを明らかにした｡
●クルアーンはアッラーの言葉であり、預言者の永遠の印である｡誰もそれと同様のものを創作することは出来ない｡
●アッラーが使徒を同種の人間から遣わしたことは、かれの慈悲である｡人間は天使との交信に耐え切れない｡
●様々な印による支持、敵対者に対する援助は、アッラーからの使徒への証言である｡
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97 アッラーが正道へと導いた者こそは、本当に導かれた
者｡使徒よ、かれが見捨てて迷わせた者に対し、真理へ
と導き、害悪から守り、有益なことをもたらす保護者はい
ない｡われらは審判の日、かれらを顔から逆さまにして引
っ張られた形で、召喚する｡かれらは見ることも、話すこ
とも、聞くことも出来ない｡かれらの住処は地獄｡その炎
が弱まるたび、われらはかれらのために火力を加える｡

98 かれらが受けるこの罰は、われらの使徒に下された
われらの印を否定した報いである｡また、復活をあり得
ないこととし、｢わたしたちが死んで朽ちた骨となり、ば
らばらになった後、新たな創造として蘇らされるのか？｣
と言ったため｡
かれらの復活に対する頑固な考えが描写された後、アッ
ラーは反論してこう言う:

99 復活の否定者たちは、壮大な天地を創造したアッラ
ーが、それと同様のものを創造出来ることを知らないの
か？偉大なものを創造できる者は、それ以下のものを創
造できるのだ｡アッラーはかれらに、現世の人生が終わ
るまでの一定期間と、疑念のない復活までの猶予を設け
た｡だが復活の数々の証拠があっても、多神教徒たちは
復活を否定し拒むのだ｡

100 使徒よ、多神教徒たちに言え｡｢主の無尽蔵の慈悲と
いう宝庫を持っていたとしても、あなたがたはそれが尽
きてしまうことを恐れ、貧困にならないよう、そこから施
すことを控えるだろう｡｣信徒以外、人間の性質というも
のはけちなもの｡信徒はアッラーのご褒美を望んで施す
のだ｡
預言者が多神教徒たちから嘘つき呼ばわりされた時、ム
ーサーとフィルアウンとその民についての話が、預言者
への慰めとしてやって来る。

101 われらはムーサーに9つの明白な印を与え、かれの
ために証言させた｡それは杖・手・旱魃の年月・収穫の不
作・洪水・イナゴ・シラミ・蛙・血である｡使徒よ、ユダヤ教徒に尋ねよ｡ムーサーがかれらの先祖にそれらの印をもたらした時、フィル
アウンはかれに言ったのだ｡｢ムーサーよ、あなたは奇妙なものをもたらした｡わたしはあなたが魔術にかかった者だと思う｡｣

102ムーサーは反論して言った｡｢フィルアウンよ、その御力を示し、その使徒の正直さを証明するためにこれらの印を下したのが、
天地の主アッラーであることをあなたは確信しているのに、それを否定した｡フィルアウンよ、わたしはあなたが破滅者であり損失
者であることを知っている｡｣

103フィルアウンは、ムーサーとその民をエジプトから追放して罰しようとしたが、われらはかれとその軍勢を皆溺れ死にさせた｡

104そしてフィルアウンとその軍勢を滅ぼした後、イスラーイールの民に言った｡｢シャームの地に住め｡審判の日が来たらわれらは
あなたがたを、清算のために集合させよう｡｣

本諸節の功徳:
●導きも迷いもアッラーのみに委ねられる｡かれが導いた者が真に導かれた者であり、かれが見捨て、迷わせた者に導きはない｡
●不信仰者の住処・定住地は地獄｡その炎が弱まるたび、アッラーはその火力を強める｡
●抑圧者からの恐怖の際には、アッラーにご加護を求めることの義務｡
●抑圧者は真理の徒に対する際、権威や力に頼る｡それはかれらに論拠と解明がないからである｡

部 15292夜の旅章



105 われらは真理によってムハンマドにクルアーンを下
し、真理によって改ざんもなく啓示した｡使徒よ、われら
はあなたを、敬虔な者たちに対しては天国の吉報者と
し、不信仰で罪深い者たちに対しては地獄の警告者とし
て遣わした｡
106 われらはクルアーンを啓示し、それを詳しく説明した｡
それはあなたが、それを人々に対してゆっくりと読誦す
るためであり、そうすることでより理解と熟慮が得られる
のだ｡またわれらはそれを状況に応じ、分割して啓示し
た｡
107 使徒よ、言え｡｢それを信じよ｡しかしあなたがたの信
仰によって、そこに何か付け加えられるわけではない｡ま
た、それを信じなくても、あなたがたの不信仰によって、
そこから何か減らされるわけでもない｡過去の啓典を読
み、啓示と預言者について知っている者たちは、クルア
ーンが読誦されれば感謝し、顔を伏せてアッラーにサジ
ダする｡
108そしてサジダの中で言うのだ｡｢主は約束の不履行か
ら無縁なお方｡ムハンマドを遣わすという約束は果たさ
れる｡主の約束はそのことでもそれ以外でも、必ず実現
するのだ｡｣
109かれらは顔を伏せてアッラーにサジダし、恐れから涙
を流す｡クルアーンを聞き、その意味を理解することによ
り、かれらにはアッラーへの更なる服従と恐れが増すの
だ｡
110使徒よ、｢アッラーよ、慈悲あまねきお方よ｣というあな
たの祈願の言葉を否定する者に、言え｡｢アッラーと慈悲
あまねきお方という二つの美名は、かれに属する｡だか
らそのいずれでも、またはそれ以外のかれの美名でで
も、かれを呼ぶがよい｡礼拝の中では、多神教徒たちに
聞こえる位に読誦を声高にしてもならないし、信徒に聞
こえない位に声を低めてもならない｡その中間を心がけ
よ｡｣
111使徒よ、言え｡｢アッラーに称賛あれ｡かれこそは全て
の称賛に値する｡かれは子供や共同者を持つといったこ
とから無縁であり、その主権において共有者はいない｡

不面目を被ることもないため、援助者や威厳を与えてくる者なども必要としない｡かれの偉大さを讃え、かれに子供とか、その主権
における共有者とか、援助者があるなどとしてはならない｡｣

18．洞窟章(アル・カハフ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
試練に対する対処法の説明。

説明:
1 完全かつ偉大な属性、および外面的・内面的な恩恵のための賛美は、アッラーだけに属する｡かれはその僕であり使徒であるム
ハンマドにクルアーンを下し、それに真理からの逸脱をもたらさなかった｡

2 そうではなく、それをいかなる矛盾もない真っ直ぐなものとした｡かれはそれで、かれらを待ち受けるアッラーからの強力な罰に
より、不信仰者たちを恐れさせる｡他方、善行を行う信徒たちには、いかなるものも比肩しないご褒美についての嬉しい知らせを伝
える｡

3 かれらは、途絶えることのないこのご褒美の中に、永遠に住まう｡
4 またかれは、｢アッラーには子供がある｣と言った、ユダヤ教徒、キリスト教徒、ある種の多神教徒たちにも警告する｡

本諸節の功徳:
●アッラーが啓示したクルアーンは、真理・公正・法規定・最善の英知を含んでいる｡
●アッラーに対する恐れから、礼拝中に涙を流すことの合法性｡
●礼拝中の祈願や読誦は、声を上げすぎもせず低めすぎもせず、その中間とすべきである｡
●クルアーンには、心と魂が喜びを感じるような、あらゆる善行が含まれている｡

۱٤۳
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5 これらの嘘つきたちには、アッラーには子供があると
いう主張について、いかなる知識も証拠もないし、かれら
が踏襲したかれらの先祖も同様である｡考えもせず発せ
られる、かれらのこのような言葉は醜いこと極まりない｡
かれらの言葉はいかなる根拠もない嘘である｡

6 使徒よ、かれらがこのクルアーンを信じなければ、あ
なたは悲しみと悔しさで自分自身を滅ぼすかのようだろ
う｡だが、そうはするな｡かれらを導くことはあなたの義
務ではなく、あなたはただ伝達するだけなのだ｡

7 地上にある被造物を美しくしたのは、あなたがたの誰
が最もよい行いをしてアッラーを喜ばせるか、また誰が
最悪の行いか、試練にかけるため｡われらはいずれの者
にも、相応の報いを与える｡

8 またわれらは地上にある被造物を、その生命が終わ
った後に、植物のない砂地としてしまう｡そのことを、よく
教訓とせよ｡

9 使徒よ、洞窟の人々と、かれらの名が刻まれた碑板の
話を、われらの驚くべき印だと思うのではない｡天地の
創造など、それよりも驚くべきことはあるのだ｡

10 使徒よ、信仰者の若者たちが、自分たちの宗教のため
に避難した時のことを思い出せ｡かれらは主に祈って言
った｡｢主よ、わたしたちにあなたからの慈悲を授け、わ
たしたちの罪を赦し、わたしたちを敵から救って下さい｡
不信仰者たちからの避難と信仰によって、わたしたちを
真理の道へと導いて下さい｡｣

11 かれらが洞窟に避難した後、われらはかれらの耳を
音から遮断し、長年の間眠りにつかせた｡

12 それから長い眠りの後、われらはかれらを目覚めさ
せた｡洞窟の中で眠っていた期間について議論し合う二
派の内、いずれがその期間についてよく知っているか、判別するためであった｡

13 使徒よ、われらはあなたに、かれらについての疑念のない真実の話を知らせる｡かれらは主を信じて服従した信仰者であり、わ
れらが導いて真理の上に確固とさせた者たちである｡

14 かれらが不信仰の王の前で、アッラーだけを信仰することを宣言した時、われらはかれらの心を信仰心で強めて堅固にし、故郷
を離れる忍耐心を授けた｡かれらは(王の前で)言った｡｢わたしたちが信じ崇拝する主は、天地の主｡わたしたちはかれ以外の偽の
神々を崇拝したりはしない｡もしそのようなことをすれば、わたしたちは真理から遠くかけ離れた不正な言葉を語ってしまうことに
なる｡｣

15 それからかれらは、お互いの方を見て言った｡｢わたしたちの民はアッラー以外のものを崇拝してしまった｡かれらはそれらの崇
拝において、いかなる明証も有してはいない｡アッラーに同位者があるなどと嘘の主張をする者より、ひどい不正を行う者があろう
か？｣

本諸節の功徳:
●アッラーへと招く者は伝道し、可能な限り努力しなければならないが、同時にアッラーに全てを任せる必要がある｡それで人々が
導かれれば素晴らしいが、そうならなくても悲しんだり悔んだりすべきではない｡
●洞窟の人々が滞在した期間の知識には、計算の確かさ、アッラーの完全な御力と英知と慈悲がある｡
●一連のアーヤには、宗教のために避難し、試練を恐れて家族・子供・親戚・友人・故郷・財産を置いて移住することの根拠がある｡
●若者の教育の重要性｡若者は心が清純で、熱意にあふれており、社会の興隆がかかっているからである｡

۱٤٤
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16 あなたがたは民から逃れ、かれらがアッラーをよそに
崇拝しているものを放棄したが、あなたがたはそもそも
アッラー以外のものを崇拝してはいなかった｡宗教のた
めに洞窟へと避難すれば、主はあなたがたに慈悲を垂
れ、敵から守ってくれよう｡また民の中で生活することの
代わりに、あなたがたの利に適うことへと物事を容易に
して下さろう｡

17 かれらは命じられた通りにし、アッラーはかれらを眠
らせ、敵から守った｡かれらを目にした者は、太陽が東か
ら昇れば洞窟内部の右側へと傾き、沈む時には左側へ
と傾くのを見たであろう｡こうして太陽はかれらに当たる
ことなく、かれらはその熱に晒されることなく、ずっと影の
中にいたのだ｡また洞窟は広く、必要な空気を得ることが
出来た｡洞窟への避難、眠り、太陽の傾き、場所の広さ、
民からの救出といったことは、アッラーの御力を示す驚
異的な采配である｡アッラーが導きの道へと導いた者こ
そは、真に導かれた者｡かれに見捨てられ、迷わされた者
には、その道へと援助し導いてくれる者はいない｡導きは
アッラーだけに属するのだ｡

18 かれらを見る者よ、かれらは眠っているにも関わらず
目を開いていたため、あなたはかれらが起きていると思
っただろう｡かれらが寝ている間、われらはかれらを右に
左に転がしたが、それはかれらの体が地面に侵食されな
いようにするためだった｡かれらに同行していた犬は、洞
窟の入り口で前足を伸ばしていた｡かれらを目にしたな
ら、あなたはかれらへの恐怖のために背を向けて逃げ出
しただろう｡

19 かれらに対してわれらの驚異的な力を示したのと同
様、われらは長い時間が過ぎた後にかれらを目覚めさ
せた。かれらは互いにどれ位眠っていたのか尋ね合い、
ある者たちは言った。「一日か、一日の一部だけ眠ってい
たのだ。」また別の者たちはその時間が分からず、言っ
た。「あなた方が寝て過ごした期間については、主が最も

よくご存じである。だからそのことはかれに任せて、自分たちにとって重要なことをせよ。あなた方の誰かをこの銀貨を持ってわた
したちの町に行かせ、最もよい食べ物と衣服を持っている者を探させ、そこから糧を持ってこさせ、注意深く出入りややり取りをさせ
よ。誰にもあなた方の場所を知らせてはならない。そうすれば大きな害悪が生じよう。

20 もしあなたがたの民があなたがたの場所を知ったら、石を投げてあなたがたを殺すか、またはかれらの逸脱した宗教へと引き
戻してしまうだろう｡あなたがたは以前その宗教にあったが、アッラーがお恵みをかけて真理の宗教へと導いてくれたのだ｡もしそ
の宗教へと戻ってしまえば、あなたがたは現世でも来世でも絶対に成功することはない｡それどころか、アッラーによって導かれた
真理の宗教を棄てて間違った宗教へと戻ることにより、現世と来世において大きな損失を被るだろう｡｣

本諸節の功徳:
●地面に体が侵食されない程度に、アッラーがかれらを左右に転がしたのは、かれの御力と英知によるものであり、アッラーからの
僕たちに対する教訓である｡
●必要性・狩猟・番犬といった理由で犬を飼うことの合法性｡
●自分自身がその位階にまで達してはいなくても、善良な人々や正しい者たちと共にあることの有益さ｡ここで犬が言及されている
のは、優れた人 と々同伴していたためである｡
●一連のアーヤは委任の合法性、よい采配、人 と々よい付き合いをすることを示している｡

۱٤٥
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21 かれらを長年の眠りの後に目覚めさせるといった、
われらの威力を示す驚異的なことを行ったのと同様、
われらは町の人々にかれらを発見させた｡それは信徒に
対するアッラーの援助と復活の約束、審判の日の到来が
真実であることを、町の人々が知るためだった｡そして洞
窟の人々が発見された後に死んでしまった時、かれらの
発見者たちはかれらをどうするかで意見を異ならせた｡
ある者たちは言った｡｢洞窟の入り口のところに建物を建
て、かれらを隔離し、守るのだ｡主はかれらの状態をよく
ご存知であり、かれらの状態はかれのもとで特別な地位
に値する｡｣他方、知識も正しい呼びかけもない権力者た
ちは、言った｡｢わたしたちはかれらの場所に、崇拝のた
めのマスジドを建てよう｡それはかれらへの称賛と記念
のためである｡｣

22 かれらの数について首を突っ込む者たちは、言うだろ
う｡｢かれらは3人で、犬が4人目だった｡｣また別の者たち
は言う｡｢かれらは5人で、犬が6人目だった｡｣いずれの
者たちも、証拠もなく憶測によってそう言うのだ｡そして
別の者たちは言う｡｢かれらは7人で、犬が8人目だった｡｣
使徒よ、言え｡｢主が、かれらの数をよくご存知｡アッラー
からそれについて知識を授かった僅かな者たちしか、
かれらの数を知らない｡だからかれらの数や状況につ
いて、啓典の民やその他の者たちと議論するのではな
い｡｣ただし、かれらのことに関してあなたに下された啓
示内のことに留め、深く立ち入らずに表面上の議論をす
るのは別である｡また、かれらの詳細について、かれらに
尋ねてもならない｡かれらは知らないのだから｡

23 預言者よ、明日行おうとすることに関して、｢わたしは
明日これを行う｣と言ってはならない｡なぜなら、あなた
は明日そうすることが出来るか出来ないか、分からない
からだ｡これは全てのムスリムに対する指示である｡

24 ただし、｢わたしは明日これを行う、インシャーアッラー
(アッラーがお望みなら)｣と、アッラーのご意思を条件づ
けるなら別である｡それを言うのを忘れてしまったら、｢インシャーアッラー｣という言葉で主を思い出し、言え｡｢主がこれよりも、わた
しを導きに近づけてくれることを望む｡｣

25 洞窟の人々は洞窟の中で、309年過ごした｡

26 使徒よ、言え｡｢かれらが洞窟で過ごしたことについては、アッラーがよくご存知｡かれがわたしたちに、その期間を教えてくれた｡
かれの言葉の後に、誰も何も言うことは出来ない｡かれのみにこそ、創造であれ知識であれ、天地の秘密は属する｡かれは何とよく
ご覧になり、よくお聞きになることか｡かれの他にはかれらの物事を司る保護者はなく、かれの裁定に参与する者もいない｡かれは
裁定における唯一者である｡｣
かれのみに裁定が属することが説明された後、かれは使徒に対して裁定の啓示を読誦し、それに従うことを命じ、言う｡

27 使徒よ、アッラーがあなたに啓示したクルアーンを読み、それに従って行え｡かれの言葉は全て真実で、全て公正であり、変更は
ない｡あなたにはかれの他に、いかなる避難所も保護者もない｡

本諸節の功徳:
●墓の上にマスジドその他を建設したり、そこで礼拝したりすることは許されない｡
●この逸話の中には、アッラーにとって墓場からの復活・召集・清算が可能であることの証明がある｡
●一連のアーヤは、称賛される議論とは、よい形によって行われる議論であることが示されている｡
●未来の出来事をアッラーの意思に委ねておくことが、スンナと礼儀作法に則ったことである｡
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28 昼の始まりと終わりに、主に対して祈りと崇拝行為を
真摯に捧げる者たちと、共にあれ｡富や名声ある人々と
の同席を望み、あなたの目をかれらから離してはならな
い｡また、われらから心を封印されて、われらを念じるこ
とをおろそかにし、貧者たちをあなたとの同席から遠ざ
けるよう命じ、主の服従より自分の欲望の追求を優先さ
せた者に従ってはならない｡かれの行いは無駄になるの
だから｡

29 使徒よ、アッラーを念じることをおろそかにする、それ
らの者たちに言え｡｢わたしがもたらしたものは真実｡そ
れはわたしではなく、アッラーからのもの｡わたしはあな
たがたの要望に応じて、信徒を追い出したりはしない｡こ
の真理を信じたい者には信じさせ、否定したい者には否
定させよ｡かれ(否定者)は、待ち受ける罰で苦しむことに
なろう｡不信仰を選ぶことで自らに不正を働く者たちに
対し、われらは地獄の罰を準備した｡その火は壁となって
かれらを取り囲む｡ひどい渇きによって水を求めても、か
れらが得るのは煮えたぎる汚れた油のような水だけ｡か
れらが与えられる飲み物の、忌 し々いこと｡それは渇きを
癒すどころか増すばかりで、かれらの肌を焼く炎が消え
ることはない｡地獄はかれらの住処と定着地として最悪
である｡｣
不正者たちに準備された罰が言及された後、信徒たちに
準備された素晴らしいご褒美が言及される｡

30 アッラーを信じ、善行を行った者たちには、偉大なご
褒美がある｡われらはよい行いをした者の行いを無駄に
はしない｡それどころか報いを減らすことなく、完全に与
える｡

31 信仰と善行に特徴づけられたそれらの者たちには、永
遠の天国がある｡かれらの住まいの下からは美味なる河
川が流れる｡かれらは黄金の腕輪で飾られ、きめ細かい
絹やきめの粗い絹で作られた緑色の衣装を着て、美しい
垂れ布で装飾された寝台に寄りかかる｡かれらの衣服は

美しく、天国はかれらの住まいと定着地として最良である｡
不正者たちと信徒たちの報いが説明された後、アッラーは両者に対する例えを挙げる｡

32 使徒よ、2人の男の例を挙げよ。一方は不信仰者、もう一方は信仰者。われらは不信仰者の方に二つのブドウ農園を与え、その
周りをナツメヤシの木で囲み、そこに隙間なく農作物を生育させた。

33 いずれの農園も、ナツメヤシ、ブドウ、農作物を実らせた｡何の不足もなく、完全なものをもたらした｡またわれらはその間に河川
を流し、容易に給水がなされるようにした｡

34 二つの農園の主には他の財産と果実もあった｡かれは、信仰者である連れ合いに対して、得意げに言った｡｢わたしはあなたよ
り財産も力もあるし、親族も強い｡」

本諸節の功徳:
●たとえ貧しくても、善良な者たちと共にあること、そのための努力の徳｡そこには数え切れないほどの利益がある｡
●心を込めてアッラーを頻繁に念じることは、年齢と時間に祝福をもたらす｡
●ご褒美と救いの基本は、信仰と善行である｡アッラーはその二つに対し、現世と来世でのご褒美を授ける｡
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35 不信仰者は信仰者と共に自分の農園に入り、それを
見せた｡かれは不信仰と自惚れにより、自分自身に不正
を犯していた｡不信仰者は言った｡｢あなたが見ているこ
の農園がなくなるとは思えない｡わたしはそれが存続す
るための処置を施しているのだ｡

36 わたしは審判の日が起こるとも思わない｡人生は続く
のだ｡もしそれが起こって復活し、主のところへ戻らされ
たとしても、わたしにはこの農園よりもよいものがあるだ
ろう｡現世でも豊かな者は復活後も豊かなのだ｡｣

37 連れ合いの信仰者は、繰り返して言った｡｢あなたの
父祖アーダムを土から創造し、そしてあなたを精液から
創造して人間の男性とし、各部位を整えて完全な形とし
たお方を否定するのか？それがお出来のお方は、あなた
を蘇らせることもお出来なのに｡

38 わたしはあなたの言うようなことは言わない｡しかし
こう言うのだ｡『わたしたちに恩恵を授けてくれるアッラ
ーこそ、わが主｡わたしは崇拝において、かれに誰も並
べない｡』

39 そして農園に入った時、あなたはこう言わないのか？
『マーシャー・アッラー（これはアッラーが望んだこ
と）。アッラーの他にはいかなる力も属さない。』かれこそ
はお望みのことを行う、強いお方なのだ。たとえ、あなた
がわたしをあなたより貧しく、子供も少ない者だと見な
したとしても。

40 わたしは、アッラーがあなたの農園よりもよいものを
わたしに授け、あなたの農園には天からの罰を送ると思
う｡そしてそれは植物もなく、つるつるで足が滑るほどの
地面となってしまうだろう｡

41 あるいは、その水が地上にあふれ、あなたはそこへ行
けなくなってしまうだろう｡水があふれれば、農園も終わ
りなのだ｡｣

42 こうして信仰者が予想したことが実現し、不信仰者の農園の果実を破滅が包囲した｡不信仰者は手のひらを上げて、農園の設
営と整備に費やした財産をひどく悔やんだ｡農園はぶどうの木の枝が伸びる棚もろとも、崩れ落ちた｡かれは言った｡｢主だけを信
じ、誰のことも並べずに崇拝していればよかった｡｣

43 この不信仰者は自分の集団を自慢にしていたが、かれにはかれを襲った罰から守ってくれる集団もなかった｡かれ自身、アッラ
ーによる農園の破滅を阻むことは出来なかった｡

44 この状況において、助けはアッラーにのみ属する｡かれは信徒に対してご褒美を何倍にもする、最善のご褒美を授けるお方であ
り、最善の結果を与えてくれるお方｡

45 使徒よ、現世に惑わされている者たちに、例を挙げよ｡現世は消滅し、すぐに終わってしまうものであり、われらが天から降らせる
雨のようなもの｡雨によって地面に植物が生えて成長するが、それはやがて朽ち果て、風によって方々に散らかされてしまい、地面は
元通りになる｡アッラーは全てのことがお出来であり、不可能なことなどない｡お望みの者を生かし、お望みの者を消滅させる｡

本諸節の功徳:
●信仰者は富裕な不信仰者の権勢の前に、惨めであるべきではない｡むしろ助言し、アッラーへの信仰、その唯一性の承認、その恩
恵の感謝へと導かなければならない｡
●ムスリムは、財産や子供など何か気に入るものがあったら、｢マーシャー・アッラー(これはアッラーが望んだこと)｡アッラーの他に
はいかなる力も属さない｣と言って、その恩恵を恩恵の主に結びつけるべきである｡
●アッラーが僕によいものを望む時、現世での罰を早めることがある｡
●財産が反抗や不信仰の原因となっている時、その財産の消滅を祈ることは合法である｡
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46 財産と子供は現世を美しく飾るものだが、来世で役立
つ財産は、アッラーが望む形で費やされたもののみ｡しか
しアッラーに喜ばれる言動こそは、現世での全ての飾り
に優るご褒美であり、人間が望む最良のものである｡現
世の飾りは消失するが、アッラーに喜ばれる言動は永遠
のものだからだ｡

47 われらが山々をその場所から移動させ、山 ・々草木・建
築物が消失したことで地面が露わになる日のことを思い
出せ｡われらは全ての被造物を召集し、誰も復活を免れ
る者はいない｡

48 人々は主の前に列をなして並ばされ、清算を受ける｡
そして言われる｡｢あなたがたはわれらが最初に創造し
た時のように、裸足で、裸で、割礼されていない状態で、
一人ずつわれらのところにやって来た｡あなたがたは復
活することなどなく、われらがあなたがたの行いに報い
る時間と場所を設けることなどもない、と考えていたの
だ｡｣

49 そして行いの帳簿が置かれる｡それを右手で受け取
る者もいれば、左手で受け取る者もいる｡人間よ、あなた
は不信仰者たちが、そこに記されていることを恐れるの
を見る｡かれらは不信仰や罪などの行いをしたことを知
っているからである｡かれらは言う｡｢わたしたちの災難
よ！大きな行いも小さな行いも、全て記録されているこの
帳簿は、何ということだろう？｣かれらは、現世で自分たち
が行った罪がはっきりと記されているのを見る｡使徒よ、
主は誰にも不正を行わない｡罪もないのに罰したり、服
従行為を行った者のご褒美を減らしたりすることもない
のだ｡

50 使徒よ、思い出せ｡われらが天使たちに｢アーダムに
挨拶のサジダ(平伏)せよ｣と言った時のこと｡かれらは主
の命令に従い、全員サジダしたが、イブリースだけは別
だった｡かれは天使ではなくジンであり、高慢にもサジダ

を拒んで、主の服従から脱した｡人々よ、それなのにあなたがたはわれをよそに、敵であるかれとその子孫たちを保護者とするの
か？敵を守護者とするとは、どういうことか？アッラーの代わりに、悪魔を守護者とする不正者たちの行いの、醜さよ｡

51 われをよそにかれらが保護者とした者たちは、あなたがたと同様の僕である｡われはかれらを、天の創造にも地の創造にも立ち
合わせはしなかった｡いや、それらの創造の際、かれらはそもそも存在してはいなかったのだ｡また、われはかれらの創造にも、お
互いを立ち合わせなかった｡われは創造と采配において唯一なのであり、人間とジンからなる、(人々を)迷わせる悪魔を助力者と
はしなかった｡われは助力者を必要としない｡

52 使徒よ、審判の日のことをかれらに思い出させよ｡その時アッラーは、現世で多神を行っていた者たちに言う｡｢あなたがたを助
けてくれるよう、あなたがたがわれの共同者だと主張していた、わが共同者たちを呼んでみよ｡｣かれらは呼ぶが、それらが呼びか
けに応じることも、助けてくれることもない｡われらは崇拝者たちにも、崇拝されていた者たちにも、同様に破滅を与える｡それが地
獄である｡

53 多神教徒たちは地獄を目にし、自分たちがそこに入り、そこからの逃げ場所がないことを確信する｡

本諸節の功徳:
●僕は永遠に残る善行を多く行うべきである｡それは来世まで残る、言動によるあらゆる善行のことである｡
●僕は審判の日の恐怖を思い出し、その日のために行わなければならない｡それはその恐怖から逃れ、天国とアッラーのお喜びを
勝ち取るためである｡
●アッラーは、創造の始めにおいて天使たちにアーダムに対する挨拶と栄誉のサジダを命じることで、アーダムと人類全般に栄誉
を与えた｡
●悪魔を敵としなければならない｡
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54 われらはムハンマドに下したこのクルアーンで、教訓
を得られるよう数多くのたとえを明らかにした｡だが、人
間(特に不信者)は、不当な議論をけしかけようとするば
かりである｡

55 反抗的な不信者とムハンマドがもたらしたものを信じ
るのを分け隔て、彼ら自身と自分たちの罪をアッラーに
赦し乞いするのを分け隔てるのは、説明が足りなかった
からだった｡だがクルアーンではいくつものたとえが挙
げられ、明らかな証がもたらされた｡そのうえで彼らをか
たくなに乞わせなかったのは、彼ら以前の民へ懲罰が下
されたことや彼らが約束された懲罰への反抗だったの
である｡

56 われらが使徒を遣わすのは、信仰と忠誠の民へ吉報
をもたらす者として、不信仰と違反の民をおびやかす者
としてのみである｡彼らに人々を導きへと向かわせられ
るような心を左右する力があるわけではない｡明らかな
証拠を前にアッラーとその使徒たちを拒む者は反抗し、
ムハンマドに下された真理を虚偽で覆そうとし、クルア
ーンや恐ろしい警告を馬鹿にして嘲るのである｡

57 主の様々な印を思い起こさせられながらも、懲罰の
警告を意に止めて振り返ることなく背を向け、不信仰や
違反行為を重ねながらも悔い改めることなく自分の行
いを忘れてしまう者以上に、ひどい不義をなす者はいな
い｡こうした者たちの心には、われらはクルアーンの理
解を妨げる覆いをかけ、耳を塞いでしまうだろう｡そうな
れば、もはや彼らは受け入れの聴き方で聴くことはでき
ず、心が覆われ、耳が塞がれてしまっているかぎり、あな
たが彼らを信仰へといざないかけても、それに応えるこ
とは決してないだろう｡

58 預言者が彼を嘘つき呼ばわりする者たちに懲罰が降
りかかるのを急かさないように、アッラーは彼に言われ
た。「使徒よ、あなたの主は悔い改めた僕たちの罪をよく
赦してくださるお方であり、すべてに広がるお慈悲の持ち主である。そのお慈悲から、違反者がひょっとすると悔い改めるかもしれ
ないと猶予を与えられる。もし万が一、至高なるかれがそうした反抗者を罰せられるなら、この世での彼らへの懲罰を急かしただろ
う。だがかれは寛容で慈悲深いお方であり、彼らが悔い改められるよう懲罰を遅らせる。むしろ彼らには、悔い改めないならそれは
それで不信仰と拒絶が許される時と場所が与えられるが、かれの他には逃げどころはどこにもないのである。」

59 あなたたちから近いところにあるその村は、フードやサーリフ、シュアイブの村のようであり、われらは彼らが不信仰と違反で己
をあざむいた時に彼らを滅ぼし、その殲滅には特定の時間を設けたのである｡

60 使徒よ、ムーサーが召使のユーシャウ・ビン・ヌーンに言った時のことを思い起こせ｡｢二つの海が交わるところまで、あるいは教
えを乞う敬虔な信者と会えるまで長い間歩き続けよう｡｣

61 そうして二人は歩き続け、二つの海が交わるところまで来ると、糧としていた魚のことを忘れてしまった｡だがアッラーはその魚を
蘇らせられ、それは水の届かない海底トンネルを行ったのである｡

本諸節の功徳:
●クルアーンは偉大かつ荘厳で包括的である｡そこには、役立つ知識や永遠の幸せ、悪いことから守ってくれる全ての道へと通じる
道しるべがある｡
●真理を否定して議論する者の存在を真理の明瞭さと虚偽・退廃の明確さを示す最大のきっかけとされたのは、アッラーの英知と
慈悲である｡
●本諸節には、真理を知った後でそれを離れる者がその後真理と引き離されてしまい、二度と導かれなくなってしまうという脅しの
意味が込められており、その戒めとしての意義は大きい。
●知識の徳とそれを求めて旅することの徳｡たとえ遠方にまで出向くことになったとしても、徳高い人や知者と会うのを生かそうと
することの徳｡
●フートとは大小の魚を意味する｡クルアーンの中に｢魚｣という言葉は出てこないが、登場するのは｢フート｣や｢ヌーン｣｢ラハム・タ
リー(新鮮な肉)｣という語である｡
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62 その場所を越えると、ムーサーは召使に言った｡｢昼食
にしてくれ｡長旅で疲れ果ててしまった｡｣

63 少年は言った｡｢私たちが岩に避難したときに何が起
きたと思いますか？魚のことをお伝えするのを忘れてし
まいましたが、悪魔がそれを忘れさせたのです｡魚は生
きていて、海への道を驚かれながら行ったのでした｡｣

64 ムーサーは召使に言った｡｢それこそ私たちが願った
こと｡それこそ敬虔な僕の場所の印だ｡｣そうして二人
は、迷子にならないように自分たちの足跡を辿りながら
岩のところまで戻り、そこから魚の入り口にたどり着い
た｡

65 二人が魚を見失ったところまで来ると、われらの僕た
ちの中のある僕に出くわした｡(それがハディルである)
われらは彼に慈悲を与え、われらのもとより、この物語
が示唆するような人間が知ることのない知識を授けた｡

66 ムーサーは彼に愛想よく謙虚に言った｡｢お供します
ので、真理への正しいお導きである、アッラーがあなた
にお授けになった知識を教えていただけますでしょう
か｡｣

67 ハディルは言った｡｢あなたは私の知識に基づいて行
うことに耐えられないでしょう｡あなたが知ることには合
わないからです｡｣

68 ｢あなたは自分の知る範囲で判断するのですから、何
が正しいかがわからない行いを見て、どうやって耐えら
れましょうか｡｣

69 ムーサーは言った｡｢アッラーがお望みなら、きっとあ
なたは私があなたのする行いを見てもあなたに忠実に
従い続け、あなたの命じることに背くことなく辛抱強いこ
とがわかるでしょう｡｣

70 ハディルがムーサーに言った｡｢もしあなたが私に付いて来るなら、私が事の解説を始めるまでは、私のすることについて尋ねな
いこと｡｣

71 そうして二人は同意して海辺に行くと、舟を見つけた｡ハディルを歓迎して船賃なしに乗せてもらうと、ハディルが舟の板を取り
剥がして舟を沈めてしまった｡ムーサーは言った｡｢船賃なしに乗せてくれた人たちの舟を沈めようとするなんて、なんということを
するのですか！？｣

72 ハディルがムーサーに言った｡｢あなたは私がすることに耐えられないと言いませんでしたか？｣

73 ムーサーはハディルに言った｡｢うっかり約束を破ってしまったのをお許しください｡お手柔らかにお願いいたします｡｣

74 そうして二人が舟から降りると、海辺を歩いているうちにまだ成人を迎えていない少年が別の子どもと遊んでいた｡ハディルが
その少年を殺してしまったので、ムーサーは言った｡｢未成年の子供という清らかな命を何の罪もなしに殺めるだなんて、なんと酷
いことをするのですか！？｣

本諸節の功徳:
●目的遂行のためにも、使用人は賢く利発で臨機応変に対応できる人が好ましい｡
●支援は命じられたことを実践するその度合いに応じて与えられ、唯一の神のご命令に従う人が得られるお助けは、そうでない人
とは異なる｡
●教えを乞う人の教師への礼節｡教えを乞う人は、その話し方においても教師に対してより丁寧であるべきである｡
●失念は咎めの対象にはならず、責任を追及されることにもならず、規定にも当てはまらない｡
●知識人が自分の得意としない分野について、たとえ全体的には自分より優れた実力を有さない人であれ、その道の専門家に学
ぶことの意義｡
●知識やその他の恵みを至高のアッラーからの恩恵として認識し、感謝すること｡

۱

部 15301洞窟章




